
　

2月

17日
（
土）
午後

2

時
から
白岡
市
の「
はぴ
す

し
らお
か」
に
おい
て、
講

師
に、
蓮田
市
教育
委員
会

の
田中

 和
之
さん
と、
白

岡
市教
育委
員
会の
奥野

 

麦
生さ
んを
お
呼び
して
、

第

9回
の地
域
文化
遺産
ス

タ
ディ
を開
催
しま
した
。

今
回は
、蓮
田
・白
岡の
縄

文
期に
つい
て
「縄
文人
の

く
らし
に学
ぶ
」と
題し
て
、

お
二人
から
お
話を
いた
だ

き
まし
た。

　
今ま
での
地
域文
化遺
産

ス
タ
デ
ィ
は
蓮
田
と
白
岡

で
、そ
れぞ
れ
同じ
テー
マ

で
分け
て開
催
をし
てき
ま

し
た。
最初
が
入門
編、
続

い
て地
名、
芸
能・
祭礼
、

明
治期
でし
た
。今
回は
、

テ
ーマ
が現
在
の行
政区
分

が
ない
、古
代
とい
う事
も

あ
り、
蓮田
・
白岡
の両
教

育
委員
会か
ら
遺跡
調査
等

に
携わ
って
い
らっ
しゃ
る

お
二方
をお
呼
びし
ての
講

座
とな
りま
し
た。

　
この
地域
文
化遺
産ス
タ

デ
ィは
、毎
回
多数
の参
加

を
戴く
ので
す
が、
今回
は

１
１
０
名
超
え
る
参
加
者

で
、急
遽椅
子
を追
加す
る

程
の盛
況さ
で
した
。

　
講座
は、
　
　　
　　
　

１
．縄
文時
代
の基
本事
項

の
につ
いて
　
　　
　　
　

　
①「
縄文
時
代」
って
い

つ
ごろ
？　
　
　　
　　
　

　
②「
縄文
時
代」
って
ど

ん
な時
代？
　
　　
　　
　

２
．縄
文時
代
の人
々を
取

り
巻く
環境
に
つい
て　
　

　
①そ
のこ
ろ
の蓮
田・
白

岡
の様
子　
　
　　
　　
　

　
②川
や丘
の
様子
、草
や

木
は？
、鳥
や
獣た
ちは
？

３
．人
々の
暮
らし
　　
　

　
①ど
んな
暮
らし
だっ
た

の
でし
ょう
　
　　
　　
　

　
②
食
べ
物
は
？
、
道
具

は
？ど
んな
家
？　
　　
　

４
．ム
ラの
成
立と
交流
　

　
①ム
ラの
様
子は
？　
　

　
②ほ
かの
ム
ラと
の交
流

は
？　
　　
　
　　
　　
　

等
につ
いて
、
スラ
イド
を

使
い、
解説
を
いた
だき
ま

し
た。
　
詳
細
な
資
料
持
参
の
方

や
、小
学生
も
参加
し、
地

域
の歴
史・
文
化に
対し
て

の
関心
の高
さ
が伺
えま
し

た
。　
　　
　
　　
　　
　

　
また
、質
問
も時
間が
足

り
なく
なる
ほ
ど多
くの
方

か
らい
ただ
き
、閉
会後
も

講
師の
お二
人
に質
問す
る

方
もお
り、
盛
況の
うち
に

終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
　
なお
、当
日
はケ
ーブ
ル

テ
レビ
の

J
C
N関

東の
取

材
もあ
り、
後
日放
送が
さ

れ
まし
た。
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第
９

回
地

域
文

化
遺

産
ス

タ
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縄
文

期
の

蓮
田

・
白

岡
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スタディのポスター
満員の会場

講師の田中さん 講師の奥野さん

詳細な資料持参の聴衆の方も小学生の姿も

講演後も熱心な参加者から質問が

JCN関東の取材を受ける田村会長

質問する参加者
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次
回
は
９
月

29日
　
観

喜
院
聖
天
堂
で
す
。

皆
さ

ん
の

参
加

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

第７回文化遺産めぐり
は、平成２５年１月２
７日（日）に実施しま
した。　
　１１名のご参加を戴
き、東京北区王子にあ
る渋沢史料館を見学し
ました。
　渋沢史料館は、

JR

京浜東北線王子駅近く
の飛鳥山公園の一角に
ありました。飛鳥山公
園は、昔から桜で有名
ですが、今は、北区の
文化ゾーンとして飛鳥
山博物館、紙の博物館、
渋沢史料館の三つの博
物館と渋沢庭園や子供
の遊び場の広場には本

物の都電やＤ５１もあ
り、当日も沢山の子ど
も
達
が
遊
ん
で
い
ま
し

た。渋沢史料館は埼玉
県深谷市出身で日本に
近代的経済社会の基礎
を築いた渋沢栄一の１
８４０（天保１１）年
から１９３１（昭和６）
年の

91年に及ぶ生涯と
彼が携わった数多くの
事業と、多くの人々と
の交流を示す資料が展
示されています。

　学芸員の桑原功一さ
んにご説明を戴き、資
料館内以外に渋沢栄一
の住居跡である、渋沢
庭園と空襲での焼失か
ら免れて唯一残り、大
正期の小建築として国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ

る、「晩香盧（ばんこ
うろ）」「青淵文庫（せ
いえんぶんこ）」をも
加えて時間いっぱいの

ご説明でした。帰路、
王子駅近くで希望者に
よる懇親会を催し、散
会となりました。　

庭園の説明を聞く参加者青淵文庫前で参加の皆さん

史料館全景

王子駅近くでの懇親会

案内の桑原さん
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平成

25年

6月

2日（日）
に実施しました。　　
今年は早い梅雨入りで
当日の天気予報では、
雨でしたが実際は晴天
に恵まれ、

11名の方々
で
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た。　　　　　　　　

メトロ「神谷町」駅集
合
に
て
東
京
港
区
愛
宕

（通称愛宕山）「ＮＨ
Ｋ放送博物館」を訪れ
ました。　　　　　　
テレビ放送

60周年の今
年に因んでＮＨＫラジ
オ放送、テレビ放送、
昭
和

20年

8月

15日
の

「終戦の詔勅」のレコ
ード裏話、その後現在
の大河ドラマ「八重の

桜」の衣装、小道具等
を学芸員の徳永貴夫さ
んに時間を拡大してご
説明いただきました。

　　見学終了後、隣接
する愛宕神社に寄り、
「寛永三馬術」の

1人、
曲垣平九郎（まがき・
へいくろう）が馬で上
り下りしたと言われる
出世の石段を下り、帰
路につきました。　　
途中の上野で懇親会を
催し、散会となりまし
た。
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ＮＨＫ放送博物館案内の徳永さんスタジオ見学

懐かしい放送を聞く参加者参加した皆さん出世の石段を下りて帰路に懇親会の様子

①埼玉県上尾市　　　
②昭和

56年大宮市吉野
町から転居　　　　　
③私にとってユネスコ
との出会いは、

45年前
に行った所沢市の「ユ
ネスコ村」です。そし
て現在、色々な分野で
活動を続けておられる
皆様の事を知り、地域
の事、社会の事を学び、
楽しく活動し、ご指導
いただきたいと思って
おります。　

①東京板橋区に産まれ
育ち、現在は埼玉白岡
市に在住です。　　　
②週

2～

3日、仕事を
していますが、ハワイ
が大好きで、今は”ウ
クレレ”に夢中です。
③地元の事をもっと知
りたい！そんな時、友
達
か
ら
協
会
の
事
を
聞

き、入会させて頂きま
した。活動に参加した
り、いろいろな事を教
えていただけたらと思
っております。

①　東京浅草生まれ。
曽祖父から４代目の江
戸っ子。　　　　　　
②　２００１年イトー
ヨーカ堂を定年退職、
中国南京市の大学で日
本語教師として５年間
教鞭を執り、その後、
山東省青島（チンタオ）
市の大学に移籍し７年
目。現役時代にイトー
ヨーカ堂の北京１号店
の
立
上
げ
に
３
年
間
駐

在、中国生活は通算１
５年の中国バカ。若い
大学生との交流で老け
るのも忘れ、気力と体
力を維持し、これから
も教鞭を執るつもりで
す。何人もの教え子が
日中の懸け橋となって
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま

す。　　　　　　　　
③　趣味は、太極拳、
胡弓演奏、麻雀。　　
④　ユネスコの活動に
ついては大いに興味が
あり、授業でもＰＲし
ています。

①生育は東京都北区　
②港区、白岡、蓮田、
会津そして蓮田へ　　
③会津ではユニセフや
町のボラ。福島の山々
を歩き、クロカンを楽
しみ、漆器・郷土料理
に感動し会津の歴史他
沢山教えていただきま
した。　　　　　　　
④海外に出て世界の子
供たちの貧しさを膚で
感じましたのでユネス
コ活動を通じ何かお手
伝いさせて頂きながら
国の内外の世界遺産を
学びたいと思っていま
す。　

①福島県いわき市出身
②昭和

14年田舎では不
況の為、就職できず叔
父を頼って南満州鉄道
の養成所の試験を受け
て入社する。　　　　

20年

5月召集令状がき
て北満に入隊、

8月ソ
連と対戦、結果敗戦捕
虜となりシベリアに連
行、

3年間鉄道線路建
設に従事、　　　　　

24年に帰国、

25年満鉄
時代の上司の会社に入
社。　　　　　　　　

46年ご縁があって稲田
黄洋先生の間接法の色
彩魚拓の指導を受け、
後にオーストラリアと
日本の文部科学省から
の要請があって南極海
の魚の色彩魚拓作成の
プロジェクトに参加、
英語と日本語の色彩魚
拓の本を発刊。現在に
至る。　
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な
が

せ
 
つ

ね
お

）



　

4月
27日

（
土）

14時
よ

り
蓮田
市図
書
館視
聴覚
ホ

ー
ルに
て、

20
13年

度の
総

会
が開
催さ
れ
まし
た。
会

員
数

57名、
総
会出
席者

12
名
、委
任状

18名の
計

30名
で
会則
第

8条
の要
件で
あ

る
、

3分の
一
の

19名を
満

た
して
いる
事
によ
り、
総

会
は成
立し
、
江口
　保
さ

ん
が議
長と
な
り、
議事
が

進
めら
れま
し
た。
第

1号
議
案か
ら第

6号議
案ま
で

質
疑応
答の
後
、提
案通
り

の
内
容
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。　
　２
０
１３
年度
か

ら
の役
員構
成
は以
下の
通

り
とな
りま
し
た。
よろ
し

く
お願
いい
た
しま
す。
　

　
　　
　　
　

　
　　
　　
　
　　
　　
　

理
事
　
田村
勝彦
（
会長
）

　
半田
雄司
（
副会
長）

　
飯島
　剛
（
副会
長）
　

　　
宮崎
　博
（
事務
局長
）

　
江口
　保
（
事務
局）

　
雲見
昌弘
（
事務
局）

　
若林
博子
（
事務
局）

　
長嶋
佑介
（
事務
局）

　
平賀
栄美
子
（事
務局
）

　
斎藤
恵美
子
（監
事）
　

　な
お、
会計
担
当は
平賀
さ

ん
、会
報・
ホ
ーム
ペー
ジ

担
当は
宮崎
さ
ん、
書き
損

じ
ハガ
キ担
当
は若
林さ
ん

と
なり
まし
た
。

　
第５
回寺
子
屋講
座は
、

２
０１
３年
度
総会
に引
き

続
いて
開催
さ
れま
した
。

今
回は
、「
世
界遺
産早
わ

か
り」
と題
し
て、
ユネ
ス

コ
協会
連盟
・
教育
文化
事

業
部の
尼子
美
博さ
んを
お

招
きし
て世
界
遺産
につ
い

て
のお
話を
し
てい
ただ
き

ま
した
。　
　
　　
　　
　

お
話は
、　
　
　　
　　
　

１
．Ｕ
ＮＥ
Ｓ
ＣＯ
とは
？

２
．世
界遺
産
とは
？　
３

．
日本
ユネ
ス
コ協
会連
盟

の
世界
遺産
活
動　
　

　
の三
つの
テ
ーマ
につ
い

て
、ス
ライ
ド
を使
って
の

お
話で
した
。

１
．Ｕ
ＮＥ
Ｓ
ＣＯ
（教
育

科
学文
化機
関
）と
は？
　

　
１
９
４
６
年
に
創
設
さ

れ
、現
在１
９
５ヶ
国が
加

盟
し、
　

　
・教
育、
科
学、
文化
、

コ
ミュ
ニケ
ー
ショ
ン通
じ

た
国際
理解
や
国際
協力
の

推
進　
　
・人
々の
交
流を
通し
た

国
際平
和と
人
類の
福祉
の

促
進を
担っ
て
いま
す。
　

２
．な
ぜユ
ネ
スコ
で世
界

遺
産を
決め
て
いる
のか
？

　
ユネ
スコ
憲
章の
中の
一

文
であ
る「
戦
争は
人の
心

の
中で
生ま
れ
るも
ので
あ

る
から
、人
の
心の
中に
平

和
のと
りで
を
築か
なけ
れ

ば
なら
ない
」
は有
名で
す

が
、そ
れに
続
く一
文「
相

互
の風
習と
生
活を
知ら
な

い
こと
は、
人
類の
歴史
を

通
じて
世界
の
諸人
民に
間

に
疑惑
と不
信
をお
こし
た

共
通の
原因
で
あり
、こ
の

疑
惑と
不信
の
ため
に、
諸

人
民の
不一
致
があ
まり
に

も
し
ば
し
ば
戦
争
と
な
っ

た
」が
、ユ
ネ
スコ
が世
界

遺
産を
制定
す
る基
です
。

　
世界
中の
文
化や
自然
な

ど
の多
様性
を
理解
し、
そ

れ
らを
世界
遺
産と
して
、

世
界全
体で
人
類の
宝物
と

し
て守
るこ
と
が、
平和
な

社
会を
築く
手
段と
して
考

え
られ
まし
た
。　
　　
　

３
．協
会連
盟
と世
界遺
産

　
カン
ボジ
ア
とフ
ィリ
ッ

ピ
ンの
世界
遺
産保
護に
つ

い
て、
協会
連
盟が
行っ
て

い
る活
動に
つ
いて
説明
が

あ
りま
した
。

賛
助会
員・
法
人会
員の
皆

さ
んで
す（
順
不同
・敬
称

略
）。
　　
　
　　
　　
　

賛
助会
員　
　
　　
　　

　
日比
勇三
　
　　
　

　
石崎
光夫
　
　　
　

　
関口
茂　
　
　　
　

　
松本
行夫
　
　　
　

　
中島
のぶ
子
　　
　

　
成田
能祥
　
　　
　

　
熊本
喜久
男
　　
　

　
西山
通夫
　
　　
　　
　

法
人・
団体
会
員

　
セブ
ン・
イ
レブ
ン　

　
　船
橋米
ヶ
崎店
　　

　
㈱エ
ルビ
ー
　　

　
彩々
楽　
　
　　
　

　
㈱ラ
マ　
ツ
アー
ズ

　
蓮田
郵便
局
　　
　　

　
東商
事㈱
　
　　
　

　
㈱豊
進自
動
車サ
ービ
ス

2013年
度

総
会

世
界

遺
産

早
わ

か
り

第
５

回
寺

子
屋

講
座

講師の尼子さん

フィリッピンでの棚田保存活動

 総会の様子
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２０１２年

11月から２０１３年

3

月まで実施した書きそんじハガキ
回収キャンペーンにご協力いただ
きありがとうございました。回収
されたハガキは２３６枚でした。
ハガキ以外にも現金、切手、図書
カードをご寄附いただきました。
ハガキは郵便局のご協力で切手に
交換、金額換算で

1万２３４７円
分の切手を日本ユネスコ協会連盟
に送付しました。本年度もご協力
よろしくお願いいたします。

書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告


